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1.

DRAM,SRAM,ROM,PROM(Flash)の各メモリの 1ビット
の記憶をする回路を調査して報告せよ

DRAM
コンデンサーに蓄積された電荷量によって 0か 1かを対応する。コンデンサーに電荷が貯まっ
ているときが 1だが、時間が経つと電荷が放電してしまい、データが消失してしまう。それを
防ぐために再充電動作 (リフレッシュ)が必要。この再充電動作を随時書き込みという。
1個のトランジスタとコンデンサーで構成される。

SRAM
DRAMよりも書込みが速く、消費電力が少ない。しかし、1ビットのデータを記憶させる為
に必要な要素が多いので生産コストが高い。4個のトランジスタが必要で、フリップフロップ
回路を用いてデータを保持する。

ROM
電源に接続しなくても半永久的にデータを保持することができる。なぜ、半永久的にデータが
保存できるのかというと貯まった電荷を絶縁体で放電が起らないようにしているからである。
半永久的にデータを保持できるので、大変重宝された。しかし、データの書き換えができない。
紫外線を使ってデータの書き換えができるようにしたものをEPROM という。EPROMはデー
タ消去の際にROMチップを基板から取り外す必要があるなど使い勝手はよくなかった。
不揮発性の半導体メモリーで記憶内容を保持する。(半導体メモリーは半導体素子によって構成
されるメモリのことで、古くから存在するメモリ素子と比較して光速・高密度・低消費電力・
大量生産が可能という特徴がある)

PROM(Flash)
ユーザが特殊な装置を用いて一度だけ情報を書き込めるようにした読み出し専用ROM。PROM

は製造時には情報を書き込まず、ROMライタという装置を使ってユーザが行う。一度書き込
みを行うと書き込まれたデータの変更や削除はできない。変更や削除を行えるようにしたもの
を EPROMという。記憶方式はROMと同じである。



2.

プリント基板上の配線の一種としてマイクロストリップラインと
呼ばれるが、この配線での信号の伝搬スピードはどの程度か？構
造と、伝搬スピードを調査して報告せよ。

マイクロストリップラインは平面型伝伝送路の一種で、高周波信号を通す場合に使われる。
他にはストリップライン、スロットライン、コプレーナ導波路などがある。
ストリップラインの内部導体から上の基板と外部導体を取り除いた構造に相当する。基板上で
は多数の信号線を並列に並べて伝送を行わないといけず、信号線、伝送信号の損失、信号の干
渉などを考えた配置にしなければいけない。マイクロストリップラインはストリップラインと
比べて、電磁波の漏れが若干あり、伝送速度はやや低下する。なのでストリップラインの方が
性能的に良いといえる。しかし、導体がストリップラインに比べ少なくて済むので、マイクロ
ストリップラインの方がコストは安い。

図 1: マイクロストリップライン ストリップライン

図 2: マイクロストリップライン ストリップライン

比誘電率 (ε)、厚さ (h,b)、導体の厚さ (t)、幅 (W)で伝送線路の特性が決まる。



3.

下の真理値表を実現する組み合わせ回路をゲート方式、テーブル
方式の2種類で現実せよ。

図 3: 真理値表
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図 4: ゲート方式
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図 5: テーブル方式
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